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ご案内 大阪

TEL　06（6226）4621

06（6202）1418 〒541-0041　大阪市中央区北浜3－6－13
みずほ総合研究所　関西支社

http://www.mizuhosemi.com
み ず ほ セ ミ ナ ー 検 索

「決算書がスラスラわかる「財務３表一体理解法」」参加申込書

決算書がスラスラわかる「財務３表一体理解法」

22 5 21
損益計算書・貸借対照表・キャッシュフロー計算書を一体にして理解すれば、簿記を勉強しなくても会計の仕組みがわ
かる ― 本セミナーは、ベストセラーとなった講師の著書「財務３表一体理解法」を実際に体験できる実践セミナーで
す。決算書の基本から財務３表の繋がりまでを具体的な会社の事業活動を通して理解し、実際の決算書を基に分析をし
てみることで、決算書を読む勘所がたちどころに理解できます。経営者・管理者から新入社員まで、ビジネスの舞台で
活躍されているあらゆる部門の方々のご参加をお待ちしております。＜講師著書を進呈！＞

氏
1961年岡山県生まれ。東北大学機械工学科卒業後、神戸
製鋼所入社。海外プラント建設事業部、人事部、企画部、
海外事業部を経て、1996年米国クレアモント大学ピー
ター・ドラッカー経営大学院でＭＢＡ取得。2001年ボナ・
ヴィータ　コーポレーションを設立。「社長の右腕業」とし
て、中小企業の経営企画・人事組織・会計財務面をサポー
トしている。また、大手企業の中間管理職研修（リーダー
シップ・会計・戦略論）の講師としても活躍中で、経営者
の視点に立った実践的でわかりやすい講義には定評がある。

ボナ・ヴィータ　コーポレーション代表取締役

大阪市中央区北浜１－８－16　大阪証券取引所ビル３Ｆ
（地下鉄堺筋線・京阪本線北浜駅直結、地下鉄御堂筋線淀屋橋駅地下道直結約500m　７分）

特別会員
26,250円
1,250円 1,350円 1,550円

28,350円 32,550円
普通会員 非 会 員

うち　
消費税

★１社２名以上ご参加の場合は１名につき2,100円の割引をいたします。
（昼食代、テキスト代を含みます。不参加の場合も返戻はいたしません。）

22－2015No. 

【主著】決算書がスラスラわかる「財務３表一体理解法」（朝日新書）「財
務３表一体分析法」（朝日新書）、書いてマスター！「決算書ドリル」（日
本経済新聞出版社）、「財務３表のつながり」で見えてくる会計の勘所（ダ
イヤモンド社）、財務３表一体分析法ソフト「図解の達人」（朝日新聞出版）

21）

5 0 0 6 5 0 1

國貞　克則

（詳しくは裏面をご覧ください）

5.（22.

<レベルのめやす>
 初級 中級 上級

東京では４月27日（火）
に開催します。



講 義 内 容

ご 参 加 要 領
① ホームページで、又は表面申込書にご記入の上、当総合研究所あてご郵送またはファクシミリでお
申し込みください。

② 折り返し、参加証と請求書をお送りします。請求書到着後、セミナーの３日前までに下記の口座に
お振り込みください。なお領収書の発行は省略させていただきます。

　 　　　みずほ銀行　本店「みずほ総合研究所株式会社」　普通預金口座　Ｎｏ.２０３５８０２
③ 満員でお断りする場合は電話でご連絡申し上げます。
④ お取り消しの場合は開催日の前営業日までにご連絡ください。参加費は全額返戻いたします。
　 （なお、ご連絡ない場合はお席をご用意する関係上、参加費は請求させていただきます）
⑤ 録音・パソコンのお持込みはご遠慮願います。
⑥ 駐車場はございません。車でのお越しはご遠慮ください。
⑦ 諸般の事情により開催を中止させていただく場合がございます。

個人情報の利用目的
① 商品やサービス等のお申込の受付のため。
② 商品やサービス等のお取引における管理のため。
③ 商品やサービス等のご提供に必要なご案内・ご連絡・ご請求等を
行うため。

④ ダイレクトメールの発送等、当社や提携会社等の商品やサービス
等に関する各種ご提案・ご案内のため。

⑤ その他お客さまとのお取引を適切かつ円滑に履行するため。

TEL ®

 0120（737）132

・事前にご質問がございましたら、下欄にご記入ください。当日講師よりお答えいたします。
・セミナー終了後のご質問・ご相談には、後日ご回答いたします。

（１）そもそも決算書は何のためにあるのか  （２）財務３表は会社の何を表している表なのか
（３）全ての企業に共通する３つの活動

（１）損益計算書（Ｐ／Ｌ）の基本構造
 ①損益計算書に表れる「５つの利益」の意味 　　　　　　②損益計算書を図にしてみよう
（２）貸借対照表（Ｂ／Ｓ）の基本構造
 ①貸借対照表の右側・左側は何を表しているのか　　　　②１年基準と正常営業循環基準　　　　③貸借対照表を図にしてみよう
（３）キャッシュフロー計算書（Ｃ／Ｓ）の基本構造
 ①キャッシュフロー計算書は３つに分類されている　　　②損益計算書は現金の動きを表さない
 ③キャッシュフロー計算書と資金繰り表

財務諸表の構造や経営分析の比率だけをいくら勉強しても財務諸表は理解できません。この単元では、以下の取引ごとに財務３表の数字
がどう動き、どう繋がっているかを見ることで、「目からウロコが落ちる」ように財務諸表のしくみが理解できるようになります
（１）会社を設立する （２）銀行からお金を借りる （３）事務用品を購入する
（４）固定資産を取得する （５）商品を仕入れる （６）商品を売り上げる
（７）買掛金を支払う （８）売掛金を回収する （９）源泉所得税を差し引いて給料を支払う
（10）利息の支払いと借入金の返済 （11）在庫の計上と売上原価の計算 （12）減価償却費を計上する
（13）税金を支払う （14）配当金を支払う （15）繰延資産の計上

（１）資本金、資本剰余金、利益剰余金 （２）資本準備金  （３）利益準備金と任意積立金
（４）株主資本等変動計算書と利益処分計算書 （５）配当と純資産の部の関係

この単元では、実際に会社の決算書を分析することによって、その会社のおおよその事業実態（①お金を稼ぐ能力があるのか、②お金を
払ってくれる会社なのか、③効率よくお金を稼いでいるか）を把握します
（１）決算書は操作されている  （２）粉飾決算の事例
（３）ＰＬ、ＢＳ、ＣＳから何が分かるか  （４）キャッシュフローから戦略的な立ち位置が見えてくる
（５）経営分析
 ①どこを見れば会社が分かるのか  ②会社のウミはどこに溜まるか
 ③代表的な財務分析指標  ④会社にとって大切な４つの数字とは何か

セミナーのご案内はホームページでもご覧になれます。　

当日は演習がありますので、電卓をお持ち下さい


